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化学発光を用いた注射剤混合調製トレーニングシステムの開発
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【目的】：抗がん剤は発がん性や催奇形性を有するため、その取扱いには注意が必
要である。特に、注射剤の混合調製の際には、薬液の飛散がおこりやすく、調製
者が曝露される危険性が高い。我々は、注射剤の混合調製のトレーニングを目的
として、化学発光液を用いたトレーニングシステムを開発し、事前実習において
評価を行ったので報告する。 
【方法】：従来のルミカ発光液の組成に検討を加え、トレーニング用発光液を新た
に開発した。本トレーニングシステムを用いて、まず通常の照明下で注射剤の混
合を行い、操作終了後に照明を消して飛散場所の確認などの評価を行った。 
【結果及び考察】：新たにトレーニング用として開発した化学発光液は高い輝度と
発光持続性を持ち、トレーニング用液として十分な性能を有していた。そこで、
この発光液を含むトレーニングシステムを用いて注射剤の混合調製を行った結果、
消灯した条件下においてほぼ全ての学生で微量な汚染が認められた。汚染部位は
ゴム栓の注射針穿刺部分やクリーンベンチの床面などであった。しかし、この汚
染は通常の照明の条件下では確認できないほど微量なものであった。本トレーニ
ングシステムは、新たな器具を必要とせずに消灯のみで薬液による汚染が確認可
能なことから、簡便性、経済性、検出感度の点で優れており、注射剤混合調製の
トレーニングに有用であることが示された。 


